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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月1日(2013.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置との間で複数のコンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置
であって、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアの
うち、ランダムアクセスチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポ
ーネント・キャリアと、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアと
を設定し、
　前記第１のコンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダムアクセスチャネル
の送信回数が所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポーネント・キャリア
を解放することを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　基地局装置との間で複数のコンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置
の通信方法であって、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアの
うち、ランダムアクセスチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポ
ーネント・キャリアと、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアと
を設定し、
　前記第１のコンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダムアクセスチャネル
の送信回数が所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポーネント・キャリア
を解放することを特徴とする移動局装置の通信方法。
【請求項３】
　基地局装置との間で複数のコンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置
に実装される集積回路であって、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアの
うち、ランダムアクセスチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポ
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ーネント・キャリアと、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアと
を設定する機能と、
　前記第１のコンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダムアクセスチャネル
の送信回数が所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポーネント・キャリア
を解放する機能と、を前記移動局装置に発揮させることを特徴とする集積回路。
【請求項４】
　複数のコンポーネント・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、
前記複数のコンポーネント・キャリアを用いて基地局装置と通信を行う移動局装置であっ
て、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアそ
れぞれにランダムアクセスチャネルの最大送信回数を設定し、
　前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター・コンポーネント・キャリアを
含む第１のコンポーネント・キャリアグループと、マスター・コンポーネント・キャリア
を含まない第２のコンポーネント・キャリアグループとの両方が設定された場合、前記複
数のコンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を
計測し、
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループのみが設定された場合、前記マスター・
コンポーネント・キャリアに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測すること
を特徴とする移動局装置。
【請求項５】
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャリ
アグループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対す
るランダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアクセ
ス問題が発生したと認識し、上位層へ通知することを特徴とする請求項４記載の移動局装
置。
【請求項６】
　複数のコンポーネント・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、
前記複数のコンポーネント・キャリアを用いて基地局装置と通信を行なう移動局装置の通
信方法であって、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアそ
れぞれにランダムアクセスチャネルの最大送信回数を設定し、
　前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター・コンポーネント・キャリアを
含む第１のコンポーネント・キャリアグループと、マスター・コンポーネント・キャリア
を含まない第２のコンポーネント・キャリアグループとの両方が設定された場合、前記複
数のコンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を
計測し、
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループのみが設定された場合、前記マスター・
コンポーネント・キャリアに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測すること
を特徴とする移動局装置の通信方法。
【請求項７】
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャリ
アグループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対す
るランダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアクセ
ス問題が発生したと認識し、上位層へ通知することを特徴とする請求項６記載の移動局装
置の通信方法。
【請求項８】
　複数のコンポーネント・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、
前記複数のコンポーネント・キャリアを用いて基地局装置と通信を行う移動局装置に実装
される集積回路であって、
　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアそ
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れぞれにランダムアクセスチャネルの最大送信回数を設定する機能と、
　前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター・コンポーネント・キャリアを
含む第１のコンポーネント・キャリアグループと、マスター・コンポーネント・キャリア
を含まない第２のコンポーネント・キャリアグループとの両方が設定された場合、前記複
数のコンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を
計測する機能と、
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループのみが設定された場合、前記マスター・
コンポーネント・キャリアに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測する機能
と、を前記移動局装置に発揮させることを特徴とする集積回路。
【請求項９】
　前記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャリ
アグループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対す
るランダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアクセ
ス問題が発生したと認識し、上位層へ通知する機能を、前記移動局装置に発揮させること
を特徴とする請求項８記載の集積回路。
【請求項１０】
　複数のコンポーネント・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、
前記複数のコンポーネント・キャリアを用いて移動局装置と通信を行なう基地局装置であ
って、
　前記複数のコンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの最
大送信回数に関する情報を設定し、
　前記情報を前記移動局装置へ通知することを特徴とする基地局装置。
【請求項１１】
　前記基地局装置は、更に、前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター・コ
ンポーネント・キャリアを含まないコンポーネント・キャリアグループを形成するための
情報を設定し、
　前記情報を前記移動局装置へ通知することを特徴とする請求項１０記載の基地局装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（１）また、本発明の一態様における第１の技術手段は、基地局装置との間で複数のコ
ンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置であって、前記基地局装置から
受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、ランダムアクセ
スチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポーネント・キャリアと
、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアとを設定し、前記第１の
コンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダムアクセスチャネルの送信回数が
所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポーネント・キャリアを解放するこ
とを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（２）また、本発明の一態様における第２の技術手段は、基地局装置との間で複数のコ
ンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置の通信方法であって、前記基地
局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、ラン
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ダムアクセスチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポーネント・
キャリアと、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアとを設定し、
前記第１のコンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダムアクセスチャネルの
送信回数が所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポーネント・キャリアを
解放することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（３）また、本発明の一態様における第３の技術手段は、基地局装置との間で複数のコ
ンポーネント・キャリアを用いて通信を行なう移動局装置に実装される集積回路であって
、前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアの
うち、ランダムアクセスチャネルの送信回数計測用のカウンタを割り当てた第１のコンポ
ーネント・キャリアと、前記カウンタを割り当てない第２のコンポーネント・キャリアと
を設定する機能と、前記第１のコンポーネント・キャリアを使用して送信されたランダム
アクセスチャネルの送信回数が所定の最大送信回数に達した場合に、前記第２のコンポー
ネント・キャリアを解放する機能と、を前記移動局装置に発揮させることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（４）また、本発明の一態様における第４の技術手段は、複数のコンポーネント・キャ
リアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、前記複数のコンポーネント・キ
ャリアを用いて基地局装置と通信を行う移動局装置であって、前記基地局装置から受信し
た情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアそれぞれにランダムアクセスチ
ャネルの最大送信回数を設定し、前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター
・コンポーネント・キャリアを含む第１のコンポーネント・キャリアグループと、マスタ
ー・コンポーネント・キャリアを含まない第２のコンポーネント・キャリアグループとの
両方が設定された場合、前記複数のコンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダム
アクセスチャネルの送信回数を計測し、前記第１のコンポーネント・キャリアグループの
みが設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対してランダムアクセ
スチャネルの送信回数を計測することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（５）また、本発明の一態様における第５の技術手段は、第４の技術手段において、前
記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャリアグ
ループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対するラ
ンダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアクセス問
題が発生したと認識し、上位層へ通知することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　（６）また、また、本発明の一態様における第６の技術手段は、複数のコンポーネント
・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、前記複数のコンポーネン
ト・キャリアを用いて基地局装置と通信を行なう移動局装置の通信方法であって、前記基
地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリアそれぞれに
ランダムアクセスチャネルの最大送信回数を設定し、前記複数のコンポーネント・キャリ
アのうち、マスター・コンポーネント・キャリアを含む第１のコンポーネント・キャリア
グループと、マスター・コンポーネント・キャリアを含まない第２のコンポーネント・キ
ャリアグループとの両方が設定された場合、前記複数のコンポーネント・キャリアそれぞ
れに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測し、前記第１のコンポーネント・
キャリアグループのみが設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対
してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（７）また、また、本発明の一態様における第７の技術手段は、第６の技術手段におい
て、前記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャ
リアグループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対
するランダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアク
セス問題が発生したと認識し、上位層へ通知することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　（８）また、また、本発明の一態様における第８の技術手段は、複数のコンポーネント
・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、前記複数のコンポーネン
ト・キャリアを用いて基地局装置と通信を行う移動局装置に実装される集積回路であって
、　前記基地局装置から受信した情報に基づいて、前記複数のコンポーネント・キャリア
それぞれにランダムアクセスチャネルの最大送信回数を設定する機能と、前記複数のコン
ポーネント・キャリアのうち、マスター・コンポーネント・キャリアを含む第１のコンポ
ーネント・キャリアグループと、マスター・コンポーネント・キャリアを含まない第２の
コンポーネント・キャリアグループとの両方が設定された場合、前記複数のコンポーネン
ト・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測する機能と、
前記第１のコンポーネント・キャリアグループのみが設定された場合、前記マスター・コ
ンポーネント・キャリアに対してランダムアクセスチャネルの送信回数を計測する機能と
、を前記移動局装置に発揮させることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（９）また、また、本発明の一態様における第９の技術手段は、第８の技術手段におい
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て、前記第１のコンポーネント・キャリアグループと、前記第２のコンポーネント・キャ
リアグループとの両方が設定された場合、前記マスター・コンポーネント・キャリアに対
するランダムアクセスチャネルの送信回数が前記最大送信回数に達すると、ランダムアク
セス問題が発生したと認識し、上位層へ通知する機能を、前記移動局装置に発揮させるこ
とを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（１０）また、また、本発明の一態様における第１０の技術手段は、複数のコンポーネ
ント・キャリアを含むコンポーネント・キャリアグループを形成し、前記複数のコンポー
ネント・キャリアを用いて移動局装置と通信を行なう基地局装置であって、前記複数のコ
ンポーネント・キャリアそれぞれに対してランダムアクセスチャネルの最大送信回数に関
する情報を設定し、前記情報を前記移動局装置へ通知することを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（１１）また、また、本発明の一態様における第１１の技術手段は、第１０の技術手段
において、更に、前記複数のコンポーネント・キャリアのうち、マスター・コンポーネン
ト・キャリアを含まないコンポーネント・キャリアグループを形成するための情報を設定
し、前記情報を前記移動局装置へ通知することを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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